
＜投資家・アナリスト向け＞

本⽇はお忙しいところお集まりいただきありがとうございます。

富⼠フイルムホールディングス株式会社 2016年度第3四半期決算について、
ご説明させていただきます。
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2016年度第3四半期は、
為替の円⾼による1 400億円のマイナス影響などにより 売上は前年⽐7 5%減の1兆7 029億円為替の円⾼による1,400億円のマイナス影響などにより、売上は前年⽐7.5%減の1兆7,029億円
となりましたが、為替影響を除いたオペレーションベースでは、前年並みを確保しました。
為替影響を強く受ける状況下でも、電⼦材料事業や電⼦映像事業などが売上を伸ばしました。

営業利益については、
為替の円⾼による307億円のマイナス影響などにより、前年⽐14.8％減の1,141億円となりました
が オ レ シ は 前年⽐8 2％ 増益となりましたが、オペレーションベースでは、前年⽐8.2％の増益となりました。

また、営業外収益及び費⽤で、為替差益に加え、投資有価証券売却益を計上したことにより、
税⾦等調整前四半期純利益は前年⽐11.0％減の1,262億円、為替影響を除くと前年⽐7.0％
の増益となりました。
当社株主帰属四半期純利益は前年⽐8.8％減の769億円、為替影響を除くと前年⽐12.1％の
増益となりました。

昨年12⽉15⽇の取締役会において、総合試薬メーカーの和光純薬⼯業株式会社の普通株式を
公開買い付けにより取得することを決定しました。今後、和光純薬とのシナジー創出により、既存ビジ
ネスの最⼤化、競争⼒の⾼い新規製品の開発・提供などを通じて、ヘルスケア、⾼機能材料のさら
なる事業成⻑を図っていきます。
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続いて、セグメント別の状況についてご説明します。

イメージング ソリューション部⾨の売上⾼は、
前年⽐5.9％減の2,564億円、為替影響を除くと前年⽐5.5％の増収となりました。
営業利益は、前年⽐5.9％増の281億円、為替影響を除くと前年⽐40.0％の⼤幅増益と
なりました。

インフォメーション ソリューション部⾨の売上⾼は、
前年⽐6.3％減の6,567億円、為替影響を除くと前年⽐2.0％の増収となりました。
営業利益は、前年⽐8.0％減の568億円、為替影響を除くと前年⽐16.3％の⼤幅増益と
なりました。

ドキュメント ソリューション部⾨の売上⾼はドキュメント ソリューション部⾨の売上⾼は、
前年⽐9.0％減の7,898億円、為替影響を除くと前年⽐3.2％の減収となりました。
営業利益は前年⽐23.7％減の518億円、為替影響を除くと前年⽐13.8％の減益となり
ました。
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まずイメージング ソリューション部⾨についてご説明します。

フォトイメージングでは、為替の影響などにより売上は減少しましたが、インスタントカメラ “チェ
キ” 、チェキフィルムなどのインスタントフォトシステムの販売が欧⽶を中⼼に好調に推移しました。
また、フォトブックなどの付加価値プリントビジネスも拡⼤しました。

電⼦映像では、フラッグシップモデル「FUJIFILM X-Pro2」や「FUJIFILM X-T2」および交換
レンズの販売が伸⻑したことにより、売上が増加しました。

光学デバイスでは、スマートフォン⽤カメラモジュールの販売縮⼩などにより売上が減少しました。
他社に先駆けて発売した4Kカメラ対応の放送⽤ズームレンズが画質⾯で⾼い評価を受けてお
り、ワールドワイドのシェア拡⼤を図ります。

イメージング ソリューション部⾨は、為替の円⾼によるマイナス影響などにより減収となったものの、
各事業の収益性の改善により増益となりました。また、オペレーションベースでは増収、⼤幅増
益となりました。
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続いてインフォメーション ソリューション部⾨です。
ヘルスケアのうち メディカルシステムでは 為替の影響などにより売上は減少しましたが 成⻑分野である体外診断ヘルスケアのうち、メディカルシステムでは、為替の影響などにより売上は減少しましたが、成⻑分野である体外診断
(IVD)システムの販売が好調に推移しました。
医薬品は、低分⼦医薬品において後発医薬品の影響を受けたことなどにより、売上は減少したものの、バイオ医薬品
開発製造受託が堅調に推移しました。また、研究開発においては、新規フルオロケトライド系抗菌薬「T-4288」の⽇
本における臨床第Ⅲ相試験を開始するなど、パイプラインの開発を着実に推進しています。
再⽣医療では、CDI社がiPS細胞の実⽤化に⾮常に重要な製造法特許を、⽶国やオーストラリアに続き、⽇本でも
取得するなど、事業拡⼤に向けた活動を推進しています。
ライフサイエンスでは、⾼機能化粧⽔「アスタリフト モイストローション」などの販売が好調に推移し、売上が増加しました。
フラットパネルディスプレイ材料は、「WVフィルム」やVA⽤フィルムの販売が好調に推移し売上が増加しました。
産業機材では、為替の影響などにより売上は減少したものの、 「エクスクリア」の販売が好調に推移しました。
電⼦材料では、半導体の微細化が進み半導体材料に求められる品質が⾼まる中、当社のフォトレジストなどの先端
製品の販売が⼤⼿顧客を中⼼に伸⻑し、売上が増加しました。
記録メディアは、「BaFe（バリウムフェライト）磁性体」などのオンリーワン技術を使⽤したデータストレージ⽤磁気テー
プの販売が堅調に推移し、売上が増加しました。
グラフィックシステムでは、為替の影響などにより売上は減少しましたが、デジタル印刷機器や産業⽤インクジェットヘッドグラフィックシステムでは、為替の影響などにより売上は減少しましたが、デジタル印刷機器や産業⽤インクジェット ッド
などの販売が伸⻑しました。また、1⽉にインクジェット事業部を新設し、商業印刷に加えて、産業⽤途や3Dプリンティ
ングなどの成⻑分野でビジネスを創出し、売上拡⼤を⽬指します。
インフォメーション ソリューション部⾨は、為替の円⾼によるマイナス影響などにより、減収減益となりましたが、フラットパ
ネルディスプレイ材料や電⼦材料などで売上を伸ばし、オペレーションベースでは増収増益となりました。
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ドキュメント ソリューション部⾨については、
欧⽶向け輸出の売上がオフィスプリンタ 事業を中⼼に減少したことに加え 為替の円⾼によるマイナ欧⽶向け輸出の売上がオフィスプリンター事業を中⼼に減少したことに加え、為替の円⾼によるマイナ
ス影響などにより、減収となりました。

オフィスプロダクトは、全体での販売台数は前年並みとなりました。
国内では、販売台数が減少、アジア・オセアニア地域においては、販売台数が増加しました。特に中国
では、モノクロ機の販売が好調に推移しました。
オフ スプリンタ は 国内や欧⽶向け輸出 販売台数が減少し 全体 販売台数が減少しましたがオフィスプリンターは、国内や欧⽶向け輸出で販売台数が減少し、全体で販売台数が減少しましたが、
アジア・オセアニア地域ではモノクロ機の販売が好調に推移しました。
プロダクションサービスの販売台数は減少しましたが、国内の販売台数は増加しました。
グローバルサービスは、国内およびアジア・オセアニア地域ともにマネージド・プリント・サービスが堅調に推
移しました。

営業利益は、アジアローカル通貨安の影響と欧⽶向け輸出の減少などにより、減益となりました。
引き続き、グローバルサービス等の成⻑領域の拡⼤や、アジア・オセアニア地域でのさらなる拡販を進め
るとともに、経費削減及び原価改善施策の追加・加速等で収益性を⾼めていきます。
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次に、バランスシートについてご説明します。

2016年12⽉末時点の資産合計は、
受取債権の減少などにより、 2016年3⽉末時点と⽐べ、305億円減の3兆3,332億円と
なりました。

負債は459億円減の1兆339億円、株主資本は122億円増の2兆667億円となりました。
2016年11⽉に、500億円の⾃社株買いを完了しております。

流動⽐率は、20.6ポイント減の273.1％、負債⽐率は2.6ポイント減の50.0％、株主資
本⽐率は0.9ポイント増の62.0％となり、資産の流動性及び資本構成の安定性をともに維
持しております。
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続いて、キャッシュ・フローについてご説明します。

営業活動によるキャッシュ・フローは、受取債権の減少などにより、1,900億円の収⼊となりま
した。
投資活動によるキャッシュ･フローは、設備投資などにより、659億円の⽀出となりました。
この結果、フリー・キャッシュ・フローは1,241億円の収⼊となりました。

以上で、2016年度第3四半期決算の説明とさせていただきます。
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続きまして、2016年度通期の連結業績予想についてご説明いたします。
前回の連結業績予想より変更しておりません。
通期業績予想達成に向け、第3四半期は全社トータルでは計画通り進捗しており、引き続
き成⻑戦略を推進していきます。

以上、2016年度第3四半期決算及び通期業績予想についてご説明いたしました。
ご静聴頂き、ありがとうございました。ご静聴頂き、ありがとうございました。
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http://www.fujifilmholdings.com/ja/investors/ir_events/business_presentations/index.html

